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岡山県屋外広告
美術協同組合
青年部会

特集

青年部会 会長
大田原 裕貴 氏

外部環境の変化をチャンスに、
組合・青年部会のさらなる活性化に取り組みます
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　1961年9月
■所在地
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　086-250-3454
■FAX 
　086-250-3463
■ＨＰ http://www.okachu.or.jp/
   　　　 member/?page_id=480
■組合員数 56社
■組合職員 １名

（取材／総務企画課　藤田）

組 合 プ ロ フ ィ ー ル

　
当
組
合
は
、
突
出
し
看
板
や
広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
製

作
・
設
置
工
事
を
行
う
事
業
者
や
、
そ
の
関
係
事
業
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
員
数
は
56
社
で
青
年
部
は
22
社
、
廃
業
等
に
よ
る

減
少
が
あ
る
一
方
で
新
規
加
入
も
あ
り
、
近
年
で
は
組
合
員
数
は

微
増
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
間
、
組
合
の
活
動
は
あ
ま
り
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

2
0
1
2
年
に
現
理
事
長
の
岸
本
氏
が
理
事
長
に
就
任
す
る
際
に
、

組
合
活
発
化
に
向
け
て
、
組
合
の
事
業
・
活
動
の
実
動
部
隊
と
し
て

青
年
部
会
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
。
同
年
に
青
年
部
会
を
設
立
し
、

屋
外
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
取
組
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
に
は
４
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
予
算
管
理
や
青
年
部

会
員
増
強
活
動
、
研
修
会
・
視
察
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を

職
務
分
掌
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
親
会
の
各
委
員
会
を
補

佐
す
る
形
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
、
屋
外
広
告
物

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
写
真
を

撮
り
な
が
ら
街
を
歩
い
て
ま
わ
り
、
安
全
性
・
観
光
案
内
・
景
観
・

そ
の
他
デ
ザ
イ
ン
や
来
店
誘
導
効
果
の
高
さ
等
の
視
点
か
ら
、
良
い

点
や
悪
い
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
職
員
・
屋
外
広
告
事
業
者
等
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
現
場
の

実
態
と
行
政
の
相
互
理
解
が
進
み
、
ま
た
こ
の
取
組
を
き
っ
か
け
と

し
た
組
合
員
の
新
規
加
入
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
月
に
は
第
７
回
を
開
催
。
屋
外
広
告
物
に
係
る
条
例
改
正

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の

と
し
ま
し
た
。
改
正
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実
施
し
た
う
え

で
、
条
例
改
正
に
係
る
点
検
内
容
を
意
識
し
な
が
ら
街
歩
き
を
行

い
、
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
外
広
告
士
の
取
得
に
向
け
た
講
習
会
な
ど
、
組
合
員
向

け
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
士
は
国
土
交
通
大
臣
の
認

定
資
格
で
、
当
組
合
の
上
部
団
体
で
あ
る（
一
社
）日
本
屋
外
広
告

業
団
体
連
合
会（
以
下
、
日
広
連
）が
関
係
法
規
、
設
計
・
施
工
、
広

告
デ
ザ
イ
ン
の
学
科
試
験
と
、
設
計
又
は
デ
ザ
イ
ン
の
実
技
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
合
格
に
向
け
て
年
2
回
講
習
会
を
実
施

し
て
お
り
、
試
験
合
格
率
が
全
体
で
3
割
程
度
の
と
こ
ろ
、
受
講
者

の
合
格
率
は
7
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
の
定
め
る
屋
外
広
告
物
条
例
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

正
を
受
け
、
岡
山
県
等
の
条
例
が
2
0
2
1
年
に
改
正
。
大
き
な
変

更
点
と
し
て
、
地
上
か
ら
屋
外
広
告
物
上
端
ま
で
の
高
さ
が
４
m
を

超
え
る
全
て
の
屋
外
広
告
物
に
は
、
3
年
に
一
度
、
屋
外
広
告
士
や

屋
外
広
告
物
点
検
技
能
講
習
修
了
者
、
建
築
士
な
ど
の
有
資
格
者

に
よ
る
安
全
点
検
が
必
要
と
な
り
ま
し
た（
岡
山
市
・
倉
敷
市
で
は

来
年
9
月
ま
で
経
過
措
置
期
間
）。

　
当
組
合
は
、
屋
外
広
告
士
や
屋
外
広
告
物
点
検
技
能
講
習
等
に

も
係
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
行
政
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
有
資
格
者
点

検
の
Q
＆
A
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
員
外
の
事
業
者
や
施
主
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
組
合
事
務
局
に
届
い
て
お
り
、
組
合
が
期
待
さ

れ
る
役
割
は
今
後
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
年
齢
を
理
由
に
し
た
廃
業
等
に
よ
り
、
組
合
員
の
減
少
が

進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
組
合
の
活
動
に
お
い
て
事
務
局
の
担
う
役

割
は
大
き
く
、
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
事
務
局
を
維
持
で
き
る

だ
け
の
賦
課
金
等
の
収
入
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
既
存
組
合
員

の
満
足
度
の
高
い
事
業
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

組
合
員
の
新
規
加
入
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
入
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
の
あ
る
県
内
の
屋
外
広
告
事
業
者

は
1
5
0
〜
2
0
0
社
程
度
と
想
定
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
業

者
に
組
合
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
後
、
条
例
に
係
る
安
全
点
検
実
習
を
組
合

で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
場
で
P
R
を

図
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
一
番
分
か
り
や
す
く
、
組
合
員
に
も
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
保

険
制
度
で
す
。
賠
償
保
険
や
所
得
補
償
保
険
、
傷
害
保
険
な
ど
の
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
日
広
連
傘
下
の
組
合
に
所
属
す
る
組
合
員
は

団
体
割
引
が
適
用
さ
れ
た
金
額
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
条
例
改
正
に
よ
り
有
資
格
点
検
後
の
事
故
は
点
検
者
の
責
任

と
な
る
可
能
性
が
高
い
為
、
点
検
に
掛
か
る
保
険
が
賠
償
保
険
の

基
本
内
容
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
個
人
的
に
は
横
の
繋
が
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
急
に
必
要
に
な
っ
た
材
料
の
融
通

や
、
規
模
の
関
係
で
受
注
が
難
し
い
案
件
の
相
互
の
外
注
な
ど
、
横

の
繋
が
り
が
業
務
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
も
、
組
合
内
だ
け
で
な
く
、
日
広
連
の
会
議
等
で
知
り
合
っ

た
人
脈
を
活
用
し
て
北
海
道
の
仕
事
に
も
対
応
し
た
ほ
か
、
岡
山

県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
の
異
業
種
の
繋
が
り
が
、
電
気
工

事
や
内
装
工
事
の
会
社
と
の
受
発
注
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、Sign & D

isplay Show

の
開
催
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
２
回
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
展
示
商
談
会
で
、
指
向
性
の
音
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
看
板
や
、
高
速
高
画
質
に
印
刷
す
る
こ
と
が

で
き
る
プ
リ
ン
タ
、
建
機
リ
ー
ス
な
ど
、
屋
外
広
告
物
に
係
る
最
新

の
資
材
・
機
材
を
結
集
し
、
新
た
な
取
引
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
来
年
度
の
開
催
に
向
け
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
効

果
・
規
模
の
高
い
商
談
会
に
で
き
る
か
検
討
し
て
お
り
、
他
の
組
合

と
の
コ
ラ
ボ
開
催
な
ど
も
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
青
年
部
会
活
動
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
で
き
て

い
な
か
っ
た
交
流
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
役
職
の
な
い
青
年
部
会
員
も
参
加
し
や
す
い
場

を
増
や
す
こ
と
で
、
横
の
繋
が
り
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 　

　
　大
田
原 

裕
貴 

氏

リ
ー
ダ
ー
ズ
「
ア
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」
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組
合
・
青
年
部
会
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

主
な
事
業
・
活
動
と
し
て
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

屋
外
広
告
物
に
係
る
条
例
改
正
と
は
何
で
す
か

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か

今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

屋外広告景観タウンミーティングのワークショップの様子2015年に開催したSign & Display Showの様子青年部会のレクリエーション、家族も交えて小旅行を実施

外
部
環
境
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
、

組
合・青
年
部
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す



■組合名 
　岡山県屋外広告美術協同組合
■設立 
　1961年9月
■所在地
　岡山市北区西古松244
■電話番号
　086-250-3454
■FAX 
　086-250-3463
■ＨＰ http://www.okachu.or.jp/
   　　　 member/?page_id=480
■組合員数 56社
■組合職員 １名

（取材／総務企画課　藤田）

組 合 プ ロ フ ィ ー ル

　
当
組
合
は
、
突
出
し
看
板
や
広
告
塔
な
ど
の
屋
外
広
告
物
の
製

作
・
設
置
工
事
を
行
う
事
業
者
や
、
そ
の
関
係
事
業
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
組
合
員
数
は
56
社
で
青
年
部
は
22
社
、
廃
業
等
に
よ
る

減
少
が
あ
る
一
方
で
新
規
加
入
も
あ
り
、
近
年
で
は
組
合
員
数
は

微
増
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
間
、
組
合
の
活
動
は
あ
ま
り
行
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

2
0
1
2
年
に
現
理
事
長
の
岸
本
氏
が
理
事
長
に
就
任
す
る
際
に
、

組
合
活
発
化
に
向
け
て
、
組
合
の
事
業
・
活
動
の
実
動
部
隊
と
し
て

青
年
部
会
を
設
け
る
こ
と
を
提
案
。
同
年
に
青
年
部
会
を
設
立
し
、

屋
外
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
取
組
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
会
に
は
４
つ
の
委
員
会
が
あ
り
、
予
算
管
理
や
青
年
部

会
員
増
強
活
動
、
研
修
会
・
視
察
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を

職
務
分
掌
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
親
会
の
各
委
員
会
を
補

佐
す
る
形
で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
屋
外
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
、
屋
外
広
告
物

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
屋
外
広
告
物
の
写
真
を

撮
り
な
が
ら
街
を
歩
い
て
ま
わ
り
、
安
全
性
・
観
光
案
内
・
景
観
・

そ
の
他
デ
ザ
イ
ン
や
来
店
誘
導
効
果
の
高
さ
等
の
視
点
か
ら
、
良
い

点
や
悪
い
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
職
員
・
屋
外
広
告
事
業
者
等
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
現
場
の

実
態
と
行
政
の
相
互
理
解
が
進
み
、
ま
た
こ
の
取
組
を
き
っ
か
け
と

し
た
組
合
員
の
新
規
加
入
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
月
に
は
第
７
回
を
開
催
。
屋
外
広
告
物
に
係
る
条
例
改
正

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
も
の

と
し
ま
し
た
。
改
正
内
容
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
実
施
し
た
う
え

で
、
条
例
改
正
に
係
る
点
検
内
容
を
意
識
し
な
が
ら
街
歩
き
を
行

い
、
疑
問
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
屋
外
広
告
士
の
取
得
に
向
け
た
講
習
会
な
ど
、
組
合
員
向

け
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
士
は
国
土
交
通
大
臣
の
認

定
資
格
で
、
当
組
合
の
上
部
団
体
で
あ
る（
一
社
）日
本
屋
外
広
告

業
団
体
連
合
会（
以
下
、
日
広
連
）が
関
係
法
規
、
設
計
・
施
工
、
広

告
デ
ザ
イ
ン
の
学
科
試
験
と
、
設
計
又
は
デ
ザ
イ
ン
の
実
技
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
合
格
に
向
け
て
年
2
回
講
習
会
を
実
施

し
て
お
り
、
試
験
合
格
率
が
全
体
で
3
割
程
度
の
と
こ
ろ
、
受
講
者

の
合
格
率
は
7
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
土
交
通
省
の
定
め
る
屋
外
広
告
物
条
例
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

正
を
受
け
、
岡
山
県
等
の
条
例
が
2
0
2
1
年
に
改
正
。
大
き
な
変

更
点
と
し
て
、
地
上
か
ら
屋
外
広
告
物
上
端
ま
で
の
高
さ
が
４
m
を

超
え
る
全
て
の
屋
外
広
告
物
に
は
、
3
年
に
一
度
、
屋
外
広
告
士
や

屋
外
広
告
物
点
検
技
能
講
習
修
了
者
、
建
築
士
な
ど
の
有
資
格
者

に
よ
る
安
全
点
検
が
必
要
と
な
り
ま
し
た（
岡
山
市
・
倉
敷
市
で
は

来
年
9
月
ま
で
経
過
措
置
期
間
）。

　
当
組
合
は
、
屋
外
広
告
士
や
屋
外
広
告
物
点
検
技
能
講
習
等
に

も
係
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
行
政
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
有
資
格
者
点

検
の
Q
＆
A
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
員
外
の
事
業
者
や
施
主
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
も
組
合
事
務
局
に
届
い
て
お
り
、
組
合
が
期
待
さ

れ
る
役
割
は
今
後
大
き
く
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
年
齢
を
理
由
に
し
た
廃
業
等
に
よ
り
、
組
合
員
の
減
少
が

進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
組
合
の
活
動
に
お
い
て
事
務
局
の
担
う
役

割
は
大
き
く
、
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
は
事
務
局
を
維
持
で
き
る

だ
け
の
賦
課
金
等
の
収
入
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
既
存
組
合
員

の
満
足
度
の
高
い
事
業
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

組
合
員
の
新
規
加
入
を
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
加
入
し
て
も
ら
え
る
可
能
性
の
あ
る
県
内
の
屋
外
広
告
事
業
者

は
1
5
0
〜
2
0
0
社
程
度
と
想
定
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
事
業

者
に
組
合
に
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
周
知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
後
、
条
例
に
係
る
安
全
点
検
実
習
を
組
合

で
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
場
で
P
R
を

図
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
一
番
分
か
り
や
す
く
、
組
合
員
に
も
認
知
さ
れ
て
い
る
の
は
保

険
制
度
で
す
。
賠
償
保
険
や
所
得
補
償
保
険
、
傷
害
保
険
な
ど
の
保

険
制
度
に
つ
い
て
、
日
広
連
傘
下
の
組
合
に
所
属
す
る
組
合
員
は

団
体
割
引
が
適
用
さ
れ
た
金
額
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
条
例
改
正
に
よ
り
有
資
格
点
検
後
の
事
故
は
点
検
者
の
責
任

と
な
る
可
能
性
が
高
い
為
、
点
検
に
掛
か
る
保
険
が
賠
償
保
険
の

基
本
内
容
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
個
人
的
に
は
横
の
繋
が
り
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
急
に
必
要
に
な
っ
た
材
料
の
融
通

や
、
規
模
の
関
係
で
受
注
が
難
し
い
案
件
の
相
互
の
外
注
な
ど
、
横

の
繋
が
り
が
業
務
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
も
、
組
合
内
だ
け
で
な
く
、
日
広
連
の
会
議
等
で
知
り
合
っ

た
人
脈
を
活
用
し
て
北
海
道
の
仕
事
に
も
対
応
し
た
ほ
か
、
岡
山

県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会
の
異
業
種
の
繋
が
り
が
、
電
気
工

事
や
内
装
工
事
の
会
社
と
の
受
発
注
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、Sign & D

isplay Show

の
開
催
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
２
回
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
展
示
商
談
会
で
、
指
向
性
の
音
を

出
す
こ
と
が
で
き
る
看
板
や
、
高
速
高
画
質
に
印
刷
す
る
こ
と
が

で
き
る
プ
リ
ン
タ
、
建
機
リ
ー
ス
な
ど
、
屋
外
広
告
物
に
係
る
最
新

の
資
材
・
機
材
を
結
集
し
、
新
た
な
取
引
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
す
。
来
年
度
の
開
催
に
向
け
て
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
効

果
・
規
模
の
高
い
商
談
会
に
で
き
る
か
検
討
し
て
お
り
、
他
の
組
合

と
の
コ
ラ
ボ
開
催
な
ど
も
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
青
年
部
会
活
動
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
で
き
て

い
な
か
っ
た
交
流
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
役
職
の
な
い
青
年
部
会
員
も
参
加
し
や
す
い
場

を
増
や
す
こ
と
で
、
横
の
繋
が
り
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 　

　
　大
田
原 

裕
貴 

氏

リ
ー
ダ
ー
ズ
「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

　
　
　岡
山
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合
青
年
部
会 

会
長

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

3 2

特集／ Leader’s 「i」
特集／Leader’s 「i」

組
合
・
青
年
部
会
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

主
な
事
業
・
活
動
と
し
て
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

屋
外
広
告
物
に
係
る
条
例
改
正
と
は
何
で
す
か

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
だ
と
考
え
て
い
ま
す
か

今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
取
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

屋外広告景観タウンミーティングのワークショップの様子2015年に開催したSign & Display Showの様子青年部会のレクリエーション、家族も交えて小旅行を実施

外
部
環
境
の
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に
、

組
合・青
年
部
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す



5 4

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中央会News
中央会News

自
民
党
県
議
団
へ

令
和
5
年
度
県
予
算
に
つ
い
て
の

要
望
を
提
出

　
岡
山
中
金
会
と
岡
山
県
中
央
会
の
共
催
に
よ
る
新
年

祝
賀
懇
親
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
度
・
一

昨
年
度
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
る
今
年
度
は
会
場
を
着
座
形
式
と
し
、各
席
に
は
間

仕
切
り
を
設
置
す
る
な
ど
、感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
懇
親
会
で
は
、ご
来
賓
の
方
々
か
ら
抱
負
や
激
励

の
お
言
葉
を
賜
る
予
定
で
す
。皆
様
の
多
数
の
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時

　
2
0
2
3
年
1
月
10
日（
火
）18
時
〜
19
時
30
分

●
場
所

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

　
４
階「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

●
会
費

　
お
一
人
　
1
0
，0
0
0
円（
会
場
で
拝
受
）

　
事
前
の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、参
加
を

ご
希
望
の
際
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
既
に

お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。）

※
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、直
前
に
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
や
一
部
形
式
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
岡
山
県
中
央
会
　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

新
年
祝
賀
懇
親
会

　
　
　
　
開
催
の
ご
案
内

　
今
年
11
月
、秋
の
褒
章
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、県
内
の

組
合
関
係
者
で
は
、県
中
央
会
の
晝
田
会
長
が
旭
日
小

綬
章
、県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
の
村
上
副
理
事
長
が

旭
日
双
光
章
、笠
岡
東
本
町
商
店
街
振
興
組
合
の
平
井

理
事
長
が
旭
日
単
光
章
、県
管
事
業
協
会
の
髙
橋
理
事

長
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
晝
田
会
長
は
、2
0
0
6
年
か
ら
7
年
間
日
本
金
属

プ
レ
ス
工
業
協
会
の
会
長
を
務
め
、販
路
拡
大
に
向
け

た
展
示
会
の
開
催
、大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
適
正
化

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。同
時
に
県
労
働
基
準
協
会
な
ど
の
公
職
も

担
わ
れ
、県
中
央
会
で
は
2
0
1
6
年
に
会
長
に
就
任
、

県
内
の
中
小
企
業
組
合
等
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
上
副
理
事
長
は
、（
一
社
）岡
山
県
自
動
車

整
備
振
興
会
副
会
長
を
務
め
安
全
安
心
な
車
社
会
の
実

現
に
ご
尽
力
さ
れ
、平
井
理
事
長
は
笠
岡
市
行
政
協
力

委
員
の
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。髙
橋
理
事

長
は
管
工
事
業
務
に
ご
精
励
、多
く
の
事
績
を
挙
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
皆
様
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
、

今
回
の
受
章
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
専
務
理
事
　
脇
本
）

祝  

秋
の
褒
章
叙
勲
　

中
央
会
の
晝
田
会
長

県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
の
村
上
副
理
事
長

笠
岡
東
本
町
商
店
街
振
興
組
合
の
平
井
理
事
長

県
管
事
業
協
会
の
髙
橋
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
が
受
章
を
さ
れ
ま
し
た

　県
内
の
経
済
団
体

６
団
体
は
去
る
11
月

15
日
に
、
自
由
民
主

党
岡
山
県
議
団
へ
令

和
５
年
度
岡
山
県
予

算
編
成
に
関
す
る
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
岡
山
県
経

済
団
体
連
絡
協
議
会

の
中
島
基
善
座
長
の

挨
拶
の
後
、
各
団
体

よ
り
陳
情
書
に
つ
い
て
説
明
。
陳
情
書
で
は
、
組
合

で
取
り
組
む
経
営
力
強
化
や
企
業
の
人
材
確
保
な
ど

幅
広
い
支
援
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
晝
田

会
長
か
ら
は
、
岡
山
県
中
央
会
が
県
の
補
助
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る「
岡
山
県
中
小
企
業
省
エ
ネ
設
備

更
新
支
援
事
業
」に
つ
い
て
報
告
。
７
月
に
行
わ
れ
た

第
１
期
の
申
込
み
状
況
を
鑑
み
、
県
の
方
で
直
ち
に

第
２
期
の
予
算
措
置
が
行
わ
れ
、
県
内
の
企
業
か
ら

は
県
事
業
に
対
し
て
高
評
価
を
得
て
お
り
、
引
き
続

き
省
エ
ネ
等
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

　
県
の
令
和
５
年
度
予
算
は
、
年
明
け
か
ら
議
会
委

員
会
で
の
審
議
が
本
格
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

　
去
る
11
月
22
日
に
、県
内
の

若
手
経
営
者
・
後
継
者
を
対
象

に
し
た
講
演
会
の
第
2
回
目

を
実
施
し
ま
し
た
。講
師
に
は

レ
ッ
ド
ラ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

㈱
の
難
波
尚
吾
氏
を
お
呼
び

し
、自
社
で
生
産
を
行
う
赤
米

の
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ

い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

の
内
容
の
他
に
も
、行
政
や
企
業
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
様
々
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
、参
加
者
の
今
後
に
役

立
つ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
業
の
最
終
回
と
な
る
第
３
回
目
は
、

T
B
S
テ
レ
ビ『
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
！！
』演
出
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
松
雅
和
氏
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会

及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で
す
。

 【
が
っ
ち
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
予
定
）】

●
開
催
日
時
　

　
1
月
14
日（
土
）　
13
時
〜
19
時

　
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
13
時
〜
16
時

　
懇
親
会
　
17
時
〜
19
時

●
開
催
場
所
　

　
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　（
岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町
2
丁
目
1
‐
1
）

●
講
師

　
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
！！
演
出
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
大
松
雅
和
氏

　（
㈱
加
藤
え
の
き
、
㈱
竹
延
よ
り
経
営
者
２
名
を
迎

　
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の
経
営
者
講
演
会

第
２
回
実
施
報
告
及
び
第
３
回
の
ご
案
内

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

新
年
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ご
案
内

　岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中

央
会
で
は
、
来
る
2
0
2
3
年
1
月

27
日
に
新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

演
会
終
了
後
に
は
県
内
の
若
手
経

営
者
等
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
交

流
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
青
年

中
央
会
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
組
合
に
所
属
す
る
若
手
経

営
者
・
後
継
者
候
補
の
方
々
も
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
年
会
】

●
開
催
日
時

　
2
0
2
3
年
1
月
27
日（
金
）　

　
17
時
30
分
〜
21
時
15
分

　
講
演
会
　
17
時
30
分
〜
19
時
15
分

　
交
流
懇
親
会

　
19
時
45
分
〜
21
時
15
分

●
開
催
会
場

　
サ
ン
・
ピ
ー
チO

KAYAM
A

3
階

　
ピ
ー
チ
ホ
ー
ル

　（
岡
山
県
岡
山
市
北
区
駅
前
町
2
‐
3
‐
31
）

●
募
集
対
象

　
協
同
組
合
等
の
団
体
の
青
年
部
員
、

青
年
中
央
会
個
人
会
員
、
県
内
の

若
手
経
営
者
・
後
継
者
候
補
等

●
参
加
費

　
一
人
あ
た
り
6
，
0
0
0
円

　（
懇
親
会
参
加
者
の
み
、
当
日
現
金
払
い
）

●
申
込
方
法

　
青
年
中
央
会
H
P（https://w

w
w
.

　okachu.or.jp/seichu/

）よ
り

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お

送
り
頂
く
か
、
担
当
の
長
木
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
講
演
会
講
師

　
㈲
産
業
情
報
化
新
聞
社

　
代
表
取
締
役
　
竹
原 

信
夫 

氏

●
講
演
会
テ
ー
マ

　「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
元
気
経
営
！

中
小
企
業
・
製
造
業
の
取
材
現
場
」

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
竹
原
氏

が
年
間 

5
0
0 

社
の
取
材
で
見

つ
け
た
元
気
な
中
小
企
業
の
経
営

手
法
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ジ
ネ
ス
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品

な
ど
、
足
で
稼
い
だ
生
の
情
報
を

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
年
会
の
他
に
も
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施
や
、
香

川
県
青
年
中
央
会
と
合
同
で
行
う

事
業
継
続
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
等
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
ま
た
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
の

で
ご
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
を
ご

検
討
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業（
予
定
）】

　
貸
切
バ
ス
で
笠
岡
の
牡
蠣
小
屋

に
向
か
い
、
冬
の
味
覚
の
代
表
で
あ

る
牡
蠣
を
堪
能
し
て
頂
き
ま
す（
12

時
頃
に
笠
岡
に
着
く
よ
う
に
貸
切

バ
ス
で
岡
山
駅
、
倉
敷
駅
に
立
ち
寄

り
ま
す
。
直
接
現
地
へ
の
参
加
も
可

能
で
す
）。

●
日
時
　
1
月
21
日（
土
）12
時

●
場
所
　
牡
蠣
小
屋
ま
ー
坊

　
　
　
　（
岡
山
県
笠
岡
市
神
島
外
浦

　
　
　
　
　
1
1
9
6
‐
1
）

【
事
業
継
続
力
強
化
合
同
セ
ミ
ナ
ー（
予
定
）】

　
企
業
の
事
業
継
続（
B
C
P
）を

主
な
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
や
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
終
了
後
に
懇
親
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
６
日（
月
）13
時
〜

●
場
所
　
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

　
　
　
　（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
1
‐
5
）



5 4

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中央会News
中央会News

自
民
党
県
議
団
へ

令
和
5
年
度
県
予
算
に
つ
い
て
の

要
望
を
提
出

　
岡
山
中
金
会
と
岡
山
県
中
央
会
の
共
催
に
よ
る
新
年

祝
賀
懇
親
会
を
左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
度
・
一

昨
年
度
は
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
る
今
年
度
は
会
場
を
着
座
形
式
と
し
、各
席
に
は
間

仕
切
り
を
設
置
す
る
な
ど
、感
染
防
止
対
策
を
行
っ
て

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
懇
親
会
で
は
、ご
来
賓
の
方
々
か
ら
抱
負
や
激
励

の
お
言
葉
を
賜
る
予
定
で
す
。皆
様
の
多
数
の
ご
出
席

戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
日
時

　
2
0
2
3
年
1
月
10
日（
火
）18
時
〜
19
時
30
分

●
場
所

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

　
４
階「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

●
会
費

　
お
一
人
　
1
0
，0
0
0
円（
会
場
で
拝
受
）

　
事
前
の
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、参
加
を

ご
希
望
の
際
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
既
に

お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
は
不
要
で
す
。）

※
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、直
前
に
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
や
一
部
形
式
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
岡
山
県
中
央
会
　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

新
年
祝
賀
懇
親
会

　
　
　
　
開
催
の
ご
案
内

　
今
年
11
月
、秋
の
褒
章
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、県
内
の

組
合
関
係
者
で
は
、県
中
央
会
の
晝
田
会
長
が
旭
日
小

綬
章
、県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
の
村
上
副
理
事
長
が

旭
日
双
光
章
、笠
岡
東
本
町
商
店
街
振
興
組
合
の
平
井

理
事
長
が
旭
日
単
光
章
、県
管
事
業
協
会
の
髙
橋
理
事

長
が
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
晝
田
会
長
は
、2
0
0
6
年
か
ら
7
年
間
日
本
金
属

プ
レ
ス
工
業
協
会
の
会
長
を
務
め
、販
路
拡
大
に
向
け

た
展
示
会
の
開
催
、大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
適
正
化

に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。同
時
に
県
労
働
基
準
協
会
な
ど
の
公
職
も

担
わ
れ
、県
中
央
会
で
は
2
0
1
6
年
に
会
長
に
就
任
、

県
内
の
中
小
企
業
組
合
等
の
発
展
に
多
大
の
貢
献
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
村
上
副
理
事
長
は
、（
一
社
）岡
山
県
自
動
車

整
備
振
興
会
副
会
長
を
務
め
安
全
安
心
な
車
社
会
の
実

現
に
ご
尽
力
さ
れ
、平
井
理
事
長
は
笠
岡
市
行
政
協
力

委
員
の
活
動
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。髙
橋
理
事

長
は
管
工
事
業
務
に
ご
精
励
、多
く
の
事
績
を
挙
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
皆
様
の
ご
功
績
に
深
く
敬
意
を
表
し
、

今
回
の
受
章
に
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
専
務
理
事
　
脇
本
）

祝  

秋
の
褒
章
叙
勲
　

中
央
会
の
晝
田
会
長

県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
の
村
上
副
理
事
長

笠
岡
東
本
町
商
店
街
振
興
組
合
の
平
井
理
事
長

県
管
事
業
協
会
の
髙
橋
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
が
受
章
を
さ
れ
ま
し
た

　県
内
の
経
済
団
体

６
団
体
は
去
る
11
月

15
日
に
、
自
由
民
主

党
岡
山
県
議
団
へ
令

和
５
年
度
岡
山
県
予

算
編
成
に
関
す
る
陳

情
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
岡
山
県
経

済
団
体
連
絡
協
議
会

の
中
島
基
善
座
長
の

挨
拶
の
後
、
各
団
体

よ
り
陳
情
書
に
つ
い
て
説
明
。
陳
情
書
で
は
、
組
合

で
取
り
組
む
経
営
力
強
化
や
企
業
の
人
材
確
保
な
ど

幅
広
い
支
援
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
晝
田

会
長
か
ら
は
、
岡
山
県
中
央
会
が
県
の
補
助
を
財
源

に
実
施
し
て
い
る「
岡
山
県
中
小
企
業
省
エ
ネ
設
備

更
新
支
援
事
業
」に
つ
い
て
報
告
。
７
月
に
行
わ
れ
た

第
１
期
の
申
込
み
状
況
を
鑑
み
、
県
の
方
で
直
ち
に

第
２
期
の
予
算
措
置
が
行
わ
れ
、
県
内
の
企
業
か
ら

は
県
事
業
に
対
し
て
高
評
価
を
得
て
お
り
、
引
き
続

き
省
エ
ネ
等
へ
の
支
援
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

　
県
の
令
和
５
年
度
予
算
は
、
年
明
け
か
ら
議
会
委

員
会
で
の
審
議
が
本
格
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
村
上
）

　
去
る
11
月
22
日
に
、県
内
の

若
手
経
営
者
・
後
継
者
を
対
象

に
し
た
講
演
会
の
第
2
回
目

を
実
施
し
ま
し
た
。講
師
に
は

レ
ッ
ド
ラ
イ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

㈱
の
難
波
尚
吾
氏
を
お
呼
び

し
、自
社
で
生
産
を
行
う
赤
米

の
６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ

い
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
６
次
産
業
化
に
つ
い
て

の
内
容
の
他
に
も
、行
政
や
企
業
と
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
様
々
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
、参
加
者
の
今
後
に
役

立
つ
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
事
業
の
最
終
回
と
な
る
第
３
回
目
は
、

T
B
S
テ
レ
ビ『
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
！！
』演
出
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
松
雅
和
氏
を
講
師
に
迎
え
、講
演
会

及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で
す
。

 【
が
っ
ち
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
予
定
）】

●
開
催
日
時
　

　
1
月
14
日（
土
）　
13
時
〜
19
時

　
講
演
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
13
時
〜
16
時

　
懇
親
会
　
17
時
〜
19
時

●
開
催
場
所
　

　
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　（
岡
山
県
岡
山
市
北
区
柳
町
2
丁
目
1
‐
1
）

●
講
師

　
が
っ
ち
り
マ
ン
デ
ー
！！
演
出
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

　
大
松
雅
和
氏

　（
㈱
加
藤
え
の
き
、
㈱
竹
延
よ
り
経
営
者
２
名
を
迎

　
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
組
織
支
援
一
課
　
長
木
）

若
手
経
営
者
・
後
継
者
の
た
め
の
経
営
者
講
演
会

第
２
回
実
施
報
告
及
び
第
３
回
の
ご
案
内

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

新
年
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
ご
案
内

　岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中

央
会
で
は
、
来
る
2
0
2
3
年
1
月

27
日
に
新
年
会
を
開
催
し
ま
す
。
講

演
会
終
了
後
に
は
県
内
の
若
手
経

営
者
等
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
交

流
会
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
青
年

中
央
会
会
員
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
組
合
に
所
属
す
る
若
手
経

営
者
・
後
継
者
候
補
の
方
々
も
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
新
年
会
】

●
開
催
日
時

　
2
0
2
3
年
1
月
27
日（
金
）　

　
17
時
30
分
〜
21
時
15
分

　
講
演
会
　
17
時
30
分
〜
19
時
15
分

　
交
流
懇
親
会

　
19
時
45
分
〜
21
時
15
分

●
開
催
会
場

　
サ
ン
・
ピ
ー
チO

KAYAM
A

3
階

　
ピ
ー
チ
ホ
ー
ル

　（
岡
山
県
岡
山
市
北
区
駅
前
町
2
‐
3
‐
31
）

●
募
集
対
象

　
協
同
組
合
等
の
団
体
の
青
年
部
員
、

青
年
中
央
会
個
人
会
員
、
県
内
の

若
手
経
営
者
・
後
継
者
候
補
等

●
参
加
費

　
一
人
あ
た
り
6
，
0
0
0
円

　（
懇
親
会
参
加
者
の
み
、
当
日
現
金
払
い
）

●
申
込
方
法

　
青
年
中
央
会
H
P（https://w

w
w
.

　okachu.or.jp/seichu/

）よ
り

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お

送
り
頂
く
か
、
担
当
の
長
木
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
講
演
会
講
師

　
㈲
産
業
情
報
化
新
聞
社

　
代
表
取
締
役
　
竹
原 

信
夫 

氏

●
講
演
会
テ
ー
マ

　「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
元
気
経
営
！

中
小
企
業
・
製
造
業
の
取
材
現
場
」

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
竹
原
氏

が
年
間 

5
0
0 

社
の
取
材
で
見

つ
け
た
元
気
な
中
小
企
業
の
経
営

手
法
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ビ
ジ
ネ
ス
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
ヒ
ッ
ト
商
品

な
ど
、
足
で
稼
い
だ
生
の
情
報
を

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
新
年
会
の
他
に
も
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
実
施
や
、
香

川
県
青
年
中
央
会
と
合
同
で
行
う

事
業
継
続
力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
等
の

実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
ま
た
ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
の

で
ご
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
を
ご

検
討
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

【
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業（
予
定
）】

　
貸
切
バ
ス
で
笠
岡
の
牡
蠣
小
屋

に
向
か
い
、
冬
の
味
覚
の
代
表
で
あ

る
牡
蠣
を
堪
能
し
て
頂
き
ま
す（
12

時
頃
に
笠
岡
に
着
く
よ
う
に
貸
切

バ
ス
で
岡
山
駅
、
倉
敷
駅
に
立
ち
寄

り
ま
す
。
直
接
現
地
へ
の
参
加
も
可

能
で
す
）。

●
日
時
　
1
月
21
日（
土
）12
時

●
場
所
　
牡
蠣
小
屋
ま
ー
坊

　
　
　
　（
岡
山
県
笠
岡
市
神
島
外
浦

　
　
　
　
　
1
1
9
6
‐
1
）

【
事
業
継
続
力
強
化
合
同
セ
ミ
ナ
ー（
予
定
）】

　
企
業
の
事
業
継
続（
B
C
P
）を

主
な
テ
ー
マ
と
し
た
講
習
会
や
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
終
了
後
に
懇
親
会
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
６
日（
月
）13
時
〜

●
場
所
　
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山

　
　
　
　（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
1
‐
5
）
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中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

　
去
る
10
月
12
日
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

青
森
が
、
全
国
レ

デ
ィ
ー
ス
中
央
会
主
催
、青
森
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
会
の
共
催
で
青

森
市
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、全
国
か
ら
2
5
0

名
を
超
え
る
組
合
等
に
所
属
す
る
女
性
経

営
者
が
集
ま
り
、
岡
山
県
か
ら
は
、
岡
山
県

も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
の
メ
ン
バ
ー
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
青
森
山
田
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
黒
田
剛
氏
の「
常
勝

チ
ー
ム
を
作
っ
た
最
強
の
リ
ー
ダ
ー
学
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、「
雪
深
い
青

森
の
弱
小
チ
ー
ム
が
強
豪
チ
ー
ム
に
な
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
い
か
に
チ
ー
ム

を
ま
と
め
、
選
手（
人
材
）を
育
て
る
か
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
八
戸
学
院
大
学
の
堤
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、
３
名
の
女
性
経

営
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
そ
れ

ぞ
れ
が
所
属
す
る
商
店
街
や
企
業
組
合
で

の
活
動
に
つ
い
て
披
露
、
一
店
逸
品
運
動

や
婚
活
事
業
、
行
政
か
ら
の
指
定
管
理
者

と
し
て
の
受
託
後
の
苦
労
話
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
懇
親
会
で
R
５
年
度
の

岡
山
大
会
を
P
R

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
続
い
て
、
青
森
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
会
の

主
催
で
交
流
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
交
流
懇
親
会
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
は
、
次
期
開
催

県
で
あ
る
岡
山
県

の
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
岡
山
か
ら
参
加
し
た

15
名
全
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
岡

山
県
出
身
の
惠
南
敏
弘
全
国
青
年
中
央
会

会
長
と
共
に
舞
台
に
上
が
り
、
藤
原
加
奈

会
長
が「
晴
れ
の
国
岡
山
で
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
。
是
非
来
年
は
岡
山

へ
」と
呼
び
か
け
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

P
R
動
画
を
披
露
。
さ
ら
に
、
も
の
づ
く

り
女
性
中
央
会
メ
ン
バ
ー
で
制
作
し
た

「
桃
の
栞
」と
廣
榮
堂
様
の
ご
提
供
に
よ

る「
オ
リ
ジ
ナ
ル
き
び
だ
ん
ご
」を
振
る

舞
い
、
来
年
度
岡
山
開
催
の
機
運
を
一
気

に
高
め
る
有
意
義
な
懇
親
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

女
性
経
営
者
比
率
日
本
一
の
青
森
県
の

女
性
経
営
者
と
交
流
勉
強
会
を
開
催

　
ま
た
、
翌
13
日
に
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー

と
㈲
ロ
ー
ズ
リ
ー
資
源
の
田
中
桂
子
社
長

に
よ
る
交
流
勉
強
会
を
開
催
。
青
森
県
は

女
性
経
営
者
の
比
率
が
日
本
一
と
言
う
こ

と
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
女
性
経
営
者
が

た
く
さ
ん
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
の

づ
く
り
女
性
中
央
会
の
畑
島
美
緒
副
会
長

の
ご
縁
で
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。
田
中

社
長
は「
好
奇
心
と
感
動
屋
の
細
腕
奮
闘

記 

〜
想
像
と
妄
想
」と
題
し
て
波
瀾
万
丈

の
ご
自
身
の
経
験
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い

た
だ
き
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
大
い
に
共
感

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

R
５
年
度
岡
山
大
会
に
向
け
た

P
R
動
画
を
公
開
中

　
青
森
大
会
で
お
披
露
目

し
た
岡
山
大
会
に
向
け
た

P
R
動
画
をYouTube

に
て
公
開
し
て
お
り
ま

す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/3IHTh8m
m
kk4

 

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

長
崎
で
全
国
大
会
が
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、既
に

動
画
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る

方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
動
画
制
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
方
を
対
象
に

全
4
回
の
P
R
動
画
制
作
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、㈱
マ
ル
シ
ン
広

告
社 

取
締
役 

佐
藤
史
成
氏
、

㈱
エ
イ
ト
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

山
畑
和
久
氏
の

お
二
人
を
迎
え
、初
心
者
コ
ー
ス
で
は
動
画
の
基
礎
と

ト
レ
ン
ド
か
ら
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
、さ
ら
に
編
集
か
ら

YouTube

へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
を
実
演
を
踏
ま

え
て
学
び
、経
験
者
コ
ー
ス
で
は
、ま
ず
こ
れ
ま
で
に

制
作
し
た
動
画
に
つ
い
て
講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
11
月
17
日
に
は
、第
４
回
目
の
最
終
回
が
開
催

さ
れ
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
期
間
中
に
制
作
し
た
新
作
動
画

を
中
心
に
、お
互
い
の
動
画
を
鑑
賞
、ま
た
講
師
か
ら

の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
同
士
で
も
撮
影

及
び
編
集
テ
ク
ニ
ッ
ク
、機
材
の
情
報
交
換
や
、様
々

な
ア
イ
デ
ア
や
A
I
音
声
な
ど
新
た
な
ツ
ー
ル
に
よ
る

刺
激
を
受
け
る
な
ど
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
、成
功
裏

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
当
事
業
の
参
加
者
の
動
画
が
様
々
な
シ
ー
ン
で
再
生

さ
れ
、
各
組
合
及
び
事
業
者
、
ま
た
そ
の
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
P
R
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
林
）

P
R
動
画
制
作
セ
ミ
ナ
ー
開
催

販
促
や
社
員
教
育
に
活
用
す
る
動
画
の

撮
影
・
編
集
を
解
説

　
岡
山
県
中
央
会
で

は
、
去
る
11
月
17
日
、

岡
山
市
内
に
お
い
て
令

和
4
年
度
外
国
人
技
能

実
習
制
度
適
正
化
事
業

に
係
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
講
習
会

は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
鑑
み
、
実
会

場
で
の
聴
講
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
も
可
能
と
し
、岡
山
県
下
の
監
理
団
体
関
係
者
約

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、岡
山
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
担
当
者

様
よ
り
、技
能
実
習
生
の
実
習
実
施
者
に
対
す
る
監
督

指
導
等
の
状
況
や
技
能
実
習
生
の
労
働
災
害
防
止
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、事
例
等
を
交
え
て
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
の
事
案
・
事
例
を
も
と
に
ご

説
明
い
た
だ
き
、よ
り
具
体
的
に
身
近
な
も
の
と
し
て

理
解
し
や
す
か
っ
た
」、「
法
的
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、実
際
の
現
場
で
も
活
か
し
て

い
き
た
い
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
組
織
支
援
二
課
　
太
田
）

労
働
基
準
監
督
官
を
講
師
に 

外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化

事
業
講
習
会
を
開
催

　
今
年
の
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、
全
国
中
央

会
・
長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
に
よ
り
、

11
月
10
日
に
長
崎
市
内
の「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
決
議
前
の
意
見
発
表
で
は
、

晝
田
岡
山
県
中
央
会
会
長
が
登
壇
、
全
国
約
３
万
組

合
等
の
要
望
を
決
議
と
し
国
等
に
強
く
求
め
た
い
と

発
言
。
決
議
に
続
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
と
し
て『
つ
な

が
る  

ひ
ろ
げ
る  

連
携
の
架
け
橋  

〜
希
望
の
未
来 

中
小
企
業「
光
」を
結
集
〜
』を
掲
げ
、
決
議
事
項
を

実
現
す
べ
く
、
共
に
取
り
組
む
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　
岡
山
か
ら
は
、
３
年
ぶ
り
に
団
体
旅
行
も
実
施
し

て
大
会
に
参
加
、
長
崎
県
及
び
近
隣
の
観
光
地
を
巡

り
、
大
会
当
日
に
は
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央

会
メ
ン
バ
ー
も
合
流
。
県
内
組
合
関
係
者
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。      （
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
林
）

　
去
る
11
月
9
日
、
京
都
産
業
大
学
に

て「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ホ
ン

ネ
交
流
会
」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
7
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
」（
若
手
社
員
を
中
心
と
し
た
岡
山

就
職
の
魅
力
を
発
信
す
る
方
を
県
が
委

嘱
す
る
制
度
）と
現
役
大
学
生
が
、「
今

就
活
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
」や「
自
分
に

合
っ
た
企
業
探
し
の
ポ
イ
ン
ト
」な
ど

を
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
で
リ
ア

ル
に
交
流
す
る
こ
と
で
岡
山
へ
の
就
職

に
繋
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
に
先
立

ち
、
京
都
産
業
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ご
担
当

者
と
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
6
名
が
最
近

の
就
職
活
動
の
早

期
化
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
動

向
、
学
生
の
特
徴

な
ど
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

　
つ
づ
い
て
、
ホ
ン
ネ
交
流
会
に
入
り
、

「
な
ぜ
今
の
会
社
を
選
ん
だ
の
か
？
」「
大

学
三
年
の
こ
の
時
期（
11
月
）は
何
を
し
て

い
た
か
？
」「
岡
山
で
就
職
し
た
決
め
手

は
？
」な
ど
、
率
直
な
質
問
が
学
生
か
ら

サ
ポ
ー
タ
ー
に
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
た
い

学
生
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
個
別
交
流
も

行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
ホ
ン
ネ
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ホ
ン
ネ
交
流
会 

in 

京
都
産
業
大
学
を
初
開
催

　
去
る
11
月
22
日
、
岡
山
県
中
央
会
は
中

国
経
済
産
業
局
委
託
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
就
職
フ
ェ
ア
・
ポ
リ
テ
ク
マ
ッ
チ
ン

グ
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
フ
ェ
は
、
岡
山
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
岡
山
）の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
、

ブ
ー
ス
形
式
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
。
多
様
な
人
材
の
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
む
も
の
づ
く
り
製
造
業
5
社
と

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岡
山
の
職
業
訓
練

受
講
生
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
参
加
企
業
か
ら
5
分
間
の

事
業
説
明
や
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
、
そ
の
後
受
講

生
は
希
望
の
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
仕

事
内
容
や
求
人
の
詳
細
な
ど
、
熱
心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
内
に
は
、
経
産
局
事
業
に
登

録
し
た
企
業
の
求
人
情
報
の
確
認
や
、
面

接
時
に
注
意
す
る
点
な
ど
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、
受
講
生
に

向
け
た
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提

供
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
こ
の
他
に
も
企

業
の
人
材
確
保
に
向
け
た
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
業
人
材

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

「
ポ
リ
テ
ク
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
フ
ェ
」を
開
催
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中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

　
去
る
10
月
12
日
レ
デ
ィ
ー
ス
中
央
会
全

国
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

青
森
が
、
全
国
レ

デ
ィ
ー
ス
中
央
会
主
催
、青
森
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
レ
デ
ィ
ー
ス
会
の
共
催
で
青

森
市
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、全
国
か
ら
2
5
0

名
を
超
え
る
組
合
等
に
所
属
す
る
女
性
経

営
者
が
集
ま
り
、
岡
山
県
か
ら
は
、
岡
山
県

も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
の
メ
ン
バ
ー
15

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
青
森
山
田
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
黒
田
剛
氏
の「
常
勝

チ
ー
ム
を
作
っ
た
最
強
の
リ
ー
ダ
ー
学
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
あ
り
、「
雪
深
い
青

森
の
弱
小
チ
ー
ム
が
強
豪
チ
ー
ム
に
な
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
い
か
に
チ
ー
ム

を
ま
と
め
、
選
手（
人
材
）を
育
て
る
か
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
続
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
八
戸
学
院
大
学
の
堤
教
授
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
も
と
、
３
名
の
女
性
経

営
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
そ
れ

ぞ
れ
が
所
属
す
る
商
店
街
や
企
業
組
合
で

の
活
動
に
つ
い
て
披
露
、
一
店
逸
品
運
動

や
婚
活
事
業
、
行
政
か
ら
の
指
定
管
理
者

と
し
て
の
受
託
後
の
苦
労
話
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

交
流
懇
親
会
で
R
５
年
度
の

岡
山
大
会
を
P
R

  

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
続
い
て
、
青
森
県
中
小

企
業
団
体
中
央
会

レ
デ
ィ
ー
ス
会
の

主
催
で
交
流
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
交
流
懇
親
会
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
は
、
次
期
開
催

県
で
あ
る
岡
山
県

の
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
岡
山
か
ら
参
加
し
た

15
名
全
員
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
岡

山
県
出
身
の
惠
南
敏
弘
全
国
青
年
中
央
会

会
長
と
共
に
舞
台
に
上
が
り
、
藤
原
加
奈

会
長
が「
晴
れ
の
国
岡
山
で
、
晴
れ
晴
れ

と
し
た
笑
顔
で
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
お
約
束
し
ま
す
。
是
非
来
年
は
岡
山

へ
」と
呼
び
か
け
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

P
R
動
画
を
披
露
。
さ
ら
に
、
も
の
づ
く

り
女
性
中
央
会
メ
ン
バ
ー
で
制
作
し
た

「
桃
の
栞
」と
廣
榮
堂
様
の
ご
提
供
に
よ

る「
オ
リ
ジ
ナ
ル
き
び
だ
ん
ご
」を
振
る

舞
い
、
来
年
度
岡
山
開
催
の
機
運
を
一
気

に
高
め
る
有
意
義
な
懇
親
交
流
会
と
な

り
ま
し
た
。

女
性
経
営
者
比
率
日
本
一
の
青
森
県
の

女
性
経
営
者
と
交
流
勉
強
会
を
開
催

　
ま
た
、
翌
13
日
に
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー

と
㈲
ロ
ー
ズ
リ
ー
資
源
の
田
中
桂
子
社
長

に
よ
る
交
流
勉
強
会
を
開
催
。
青
森
県
は

女
性
経
営
者
の
比
率
が
日
本
一
と
言
う
こ

と
も
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
女
性
経
営
者
が

た
く
さ
ん
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
の

づ
く
り
女
性
中
央
会
の
畑
島
美
緒
副
会
長

の
ご
縁
で
交
流
が
実
現
し
ま
し
た
。
田
中

社
長
は「
好
奇
心
と
感
動
屋
の
細
腕
奮
闘

記 

〜
想
像
と
妄
想
」と
題
し
て
波
瀾
万
丈

の
ご
自
身
の
経
験
を
赤
裸
々
に
語
っ
て
い

た
だ
き
、
参
加
メ
ン
バ
ー
も
大
い
に
共
感

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

R
５
年
度
岡
山
大
会
に
向
け
た

P
R
動
画
を
公
開
中

　
青
森
大
会
で
お
披
露
目

し
た
岡
山
大
会
に
向
け
た

P
R
動
画
をYouTube

に
て
公
開
し
て
お
り
ま

す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://youtu.be/3IHTh8m
m
kk4

 

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

長
崎
で
全
国
大
会
が
開
催

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、既
に

動
画
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る

方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
動
画
制
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
方
を
対
象
に

全
4
回
の
P
R
動
画
制
作
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、㈱
マ
ル
シ
ン
広

告
社 

取
締
役 

佐
藤
史
成
氏
、

㈱
エ
イ
ト
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン 

代
表
取
締
役 

山
畑
和
久
氏
の

お
二
人
を
迎
え
、初
心
者
コ
ー
ス
で
は
動
画
の
基
礎
と

ト
レ
ン
ド
か
ら
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
、さ
ら
に
編
集
か
ら

YouTube

へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
を
実
演
を
踏
ま

え
て
学
び
、経
験
者
コ
ー
ス
で
は
、ま
ず
こ
れ
ま
で
に

制
作
し
た
動
画
に
つ
い
て
講
師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
、ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

形
式
で
行
い
ま
し
た
。

　
去
る
11
月
17
日
に
は
、第
４
回
目
の
最
終
回
が
開
催

さ
れ
、こ
の
セ
ミ
ナ
ー
期
間
中
に
制
作
し
た
新
作
動
画

を
中
心
に
、お
互
い
の
動
画
を
鑑
賞
、ま
た
講
師
か
ら

の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。参
加
者
同
士
で
も
撮
影

及
び
編
集
テ
ク
ニ
ッ
ク
、機
材
の
情
報
交
換
や
、様
々

な
ア
イ
デ
ア
や
A
I
音
声
な
ど
新
た
な
ツ
ー
ル
に
よ
る

刺
激
を
受
け
る
な
ど
、盛
り
上
が
り
を
見
せ
、成
功
裏

に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
当
事
業
の
参
加
者
の
動
画
が
様
々
な
シ
ー
ン
で
再
生

さ
れ
、
各
組
合
及
び
事
業
者
、
ま
た
そ
の
商
品
、
サ
ー

ビ
ス
の
P
R
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
林
）

P
R
動
画
制
作
セ
ミ
ナ
ー
開
催

販
促
や
社
員
教
育
に
活
用
す
る
動
画
の

撮
影
・
編
集
を
解
説

　
岡
山
県
中
央
会
で

は
、
去
る
11
月
17
日
、

岡
山
市
内
に
お
い
て
令

和
4
年
度
外
国
人
技
能

実
習
制
度
適
正
化
事
業

に
係
る
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
講
習
会

は
、
今
般
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
鑑
み
、
実
会

場
で
の
聴
講
と
と
も

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
も
可
能
と
し
、岡
山
県
下
の
監
理
団
体
関
係
者
約

40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、岡
山
労
働
基
準
監
督
署
の
ご
担
当
者

様
よ
り
、技
能
実
習
生
の
実
習
実
施
者
に
対
す
る
監
督

指
導
等
の
状
況
や
技
能
実
習
生
の
労
働
災
害
防
止
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、事
例
等
を
交
え
て
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
実
際
の
事
案
・
事
例
を
も
と
に
ご

説
明
い
た
だ
き
、よ
り
具
体
的
に
身
近
な
も
の
と
し
て

理
解
し
や
す
か
っ
た
」、「
法
的
な
こ
と
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、実
際
の
現
場
で
も
活
か
し
て

い
き
た
い
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
意
義

な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    （
組
織
支
援
二
課
　
太
田
）

労
働
基
準
監
督
官
を
講
師
に 

外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化

事
業
講
習
会
を
開
催

　
今
年
の
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は
、
全
国
中
央

会
・
長
崎
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
主
催
に
よ
り
、

11
月
10
日
に
長
崎
市
内
の「
出
島
メ
ッ
セ
長
崎
」に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
決
議
前
の
意
見
発
表
で
は
、

晝
田
岡
山
県
中
央
会
会
長
が
登
壇
、
全
国
約
３
万
組

合
等
の
要
望
を
決
議
と
し
国
等
に
強
く
求
め
た
い
と

発
言
。
決
議
に
続
い
て
、
大
会
テ
ー
マ
と
し
て『
つ
な

が
る  

ひ
ろ
げ
る  

連
携
の
架
け
橋  

〜
希
望
の
未
来 

中
小
企
業「
光
」を
結
集
〜
』を
掲
げ
、
決
議
事
項
を

実
現
す
べ
く
、
共
に
取
り
組
む
こ
と
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。

　
岡
山
か
ら
は
、
３
年
ぶ
り
に
団
体
旅
行
も
実
施
し

て
大
会
に
参
加
、
長
崎
県
及
び
近
隣
の
観
光
地
を
巡

り
、
大
会
当
日
に
は
岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央

会
メ
ン
バ
ー
も
合
流
。
県
内
組
合
関
係
者
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。      （
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
　
林
）

　
去
る
11
月
9
日
、
京
都
産
業
大
学
に

て「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ホ
ン

ネ
交
流
会
」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
年
7
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た「
お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
」（
若
手
社
員
を
中
心
と
し
た
岡
山

就
職
の
魅
力
を
発
信
す
る
方
を
県
が
委

嘱
す
る
制
度
）と
現
役
大
学
生
が
、「
今

就
活
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
」や「
自
分
に

合
っ
た
企
業
探
し
の
ポ
イ
ン
ト
」な
ど

を
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
で
リ
ア

ル
に
交
流
す
る
こ
と
で
岡
山
へ
の
就
職

に
繋
げ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
に
先
立

ち
、
京
都
産
業
大

学
の
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
の
ご
担
当

者
と
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
参
加

し
た
6
名
が
最
近

の
就
職
活
動
の
早

期
化
や
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
動

向
、
学
生
の
特
徴

な
ど
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

　
つ
づ
い
て
、
ホ
ン
ネ
交
流
会
に
入
り
、

「
な
ぜ
今
の
会
社
を
選
ん
だ
の
か
？
」「
大

学
三
年
の
こ
の
時
期（
11
月
）は
何
を
し
て

い
た
か
？
」「
岡
山
で
就
職
し
た
決
め
手

は
？
」な
ど
、
率
直
な
質
問
が
学
生
か
ら

サ
ポ
ー
タ
ー
に
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
た
い

学
生
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
個
別
交
流
も

行
わ
れ
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
ホ
ン
ネ
交

流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

お
か
や
ま
就
活
サ
ポ
ー
タ
ー
ホ
ン
ネ
交
流
会 

in 

京
都
産
業
大
学
を
初
開
催

　
去
る
11
月
22
日
、
岡
山
県
中
央
会
は
中

国
経
済
産
業
局
委
託
事
業
の
一
環
と
し

て
、「
就
職
フ
ェ
ア
・
ポ
リ
テ
ク
マ
ッ
チ
ン

グ
カ
フ
ェ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
フ
ェ
は
、
岡
山
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
岡
山
）の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
、

ブ
ー
ス
形
式
の
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
。
多
様
な
人
材
の
確
保
に
積
極
的
に

取
り
組
む
も
の
づ
く
り
製
造
業
5
社
と

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
岡
山
の
職
業
訓
練

受
講
生
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
参
加
企
業
か
ら
5
分
間
の

事
業
説
明
や
Ｐ
Ｒ
が
あ
り
、
そ
の
後
受
講

生
は
希
望
の
企
業
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
仕

事
内
容
や
求
人
の
詳
細
な
ど
、
熱
心
に
質

問
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
内
に
は
、
経
産
局
事
業
に
登

録
し
た
企
業
の
求
人
情
報
の
確
認
や
、
面

接
時
に
注
意
す
る
点
な
ど
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
ブ
ー
ス
も
設
置
し
、
受
講
生
に

向
け
た
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提

供
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
こ
の
他
に
も
企

業
の
人
材
確
保
に
向
け
た
様
々
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
企
業
人
材

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　（
企
業
人
材
支
援
課
　
市
村
）

「
ポ
リ
テ
ク
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
フ
ェ
」を
開
催
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岡
山
県
も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会

中
小
企
業
労
働
実
態
調
査

ま
と
ま
る

令
和
4
年
度

　岡
山
県
中
央
会
で
は
、
県
内
の
事
業
所
に
向
け
て
中

小
企
業
の
労
働
事
情
の
把
握
を
目
的
に
全
国
一
斉
調

査
を
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
令
和
4
年
7

月
1
日
時
点
で
岡
山
県
内
の
中
小
企
業
1
，
0
0
0
社

（
製
造
業
5
5
0
社
、
非
製
造
業
4
5
0
社
）を
抽
出
し

行
い
ま
し
た
。回
答
率
は
2
4
7
社（
24
・
7
％
）。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
従
業
員
の
労
働
時
間
、
採
用
動

向
、
育
児
介
護
休
業
制
度
、
人
材
育
成
と
教
育
訓
練
、

原
材
料
費
等
の
ア
ッ
プ
に
対
す
る
価
格
転
嫁
の
状
況

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
結
果
は
、
調
査
方
法
や
調
査
内
容
に
つ
い

て
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
態
を
把
握
す
る
に
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
企
業
経
営
や
労
働
環

境
の
改
善
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　
な
お
、
調
査
報
告
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岡
山
県
中

央
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

W
E
B
ペ
ー
ジ
よ
り
閲
覧
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け

ま
す
。

（https://w
w
w
.okachu. 

or.jp/2022/11/15/r4-
roudoujittai/

）

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

第
5
回
と
な
る
会
員
相
互
の
工
場
見
学
を
実
施

　去
る
11
月
25
日
、
㈱
中
原
製
作
所

に
お
い
て
、
5
回
目
と
な
る
岡
山
県

も
の
づ
く
り
女
性
中
央
会
の
工
場

見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
原
製
作
所
は
創
業
以
来
、
印
刷

機
械
部
品
の
加
工
で
長
年
の
実
績

が
あ
り
、
印
刷
機
械
の
み
な
ら
ず
、

フ
ィ
ル
ム
製
造
装
置
や
食
品
製
造

ラ
イ
ン
の
計
器
類
の
製
造
を
行
う

な
ど
、
高
い
技
術
力
で
定
評
が
あ
り

ま
す
。

　
中
原
製
作
所
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
化
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
技
術
力
の
維

持
・
強
化
に
加
え
、
よ
り
複
雑
な
加

工
や
組
み
立
て
に
挑
戦
し
た
こ
と

で
、
現
在
で
は
様
々
な
産
業
へ
進
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
見
学
に
先
立
ち
、
中
原
さ
く
ら
子

執
行
役
員
か
ら
工
場
内
の
説
明
や

地
域
未
来
牽
引
企
業（
2
0
1
8
年

経
済
産
業
省
選
定
）と
し
て
地
域
に

開
か
れ
た
取
組
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

か
ら
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
へ
の
変
革

を
目
指
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
は

社
長
交
代
も
あ
り
、
そ
の
秘
話
も
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
工
場
見
学
で
は
、
綺
麗
に
整
理
整

頓
さ
れ
た
工
場
の
中
を
2
班
に
分

か
れ
て
見
学
。
様
々
な
種
類
の
ロ
ー

ラ
ー
を
切
削
加
工
さ
れ
て
い
る
工

程
で
は
、
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
か
ら

様
々
な
質
問
を
工
場
担
当
者
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
原
製
作
所
で
は
、
女
性

活
躍
を
進
め
る
観
点
か
ら
積
極
的
に

女
性
の
採
用
も
行
っ
て
お
り
、
採
用

さ
れ
た
若
手
の
女
性
社
員
の
方
も

「
何
で
も
聞
け
る
雰
囲
気
が
あ
る
」

「
採
用
面
接
の
時
親
切
に
対
応
し
て

く
れ
た
の
で
働
き
や
す
い
職
場
だ
と

思
っ
た
」「
笑
顔
が
多
い
工
場
」な
ど

の
感
想
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
来
年
度
は
県
北
方
面
の

メ
ン
バ
ー
の
工
場
を
視
察
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
見
学
会
を
終
え
ま

し
た
。

　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

●
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会
社
名
：
株
式
会
社
中
原
製
作
所

住
　
所
：
岡
山
市
中
区
乙
多
見
4
6
3 

代
表
者
：
代
表
取
締
役
　
中
原
健
太
郎
氏

所
　
属
：協
同
組
合
東
岡
山
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

中央会News
中央会News

　岡
山
県
運
動
具
商
協
同
組
合
は
、
11
月
17
日
に「
ス

ポ
ー
ツ
店
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」の
最
終
回
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
組
合
で
は
、
今
年
度「
ス
ポ
ー
ツ
店
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
塾
」と
題
し
、
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
月

2
回
の
研
修
を
行
い
、
今
回
の
テ
ス
ト
等
を
も
っ
て

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
講
師
に
オ
フ
ィ
スSPIRITS

の
代
表

で
あ
る
原
　
幸
彦
氏
を
お
招
き
し
、
組
合
員
企
業
の

従
業
員
14
名
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
店
を
取
り
巻
く

業
界
の
状
況
か
ら
、
価
格
の
仕
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
店

の
売
場
、
外
商
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
果
た
す
べ
き

役
割
等
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
で
、
組
合
員
企
業
各
社
が
な

か
な
か
十
分
な
従
業
員
教
育
が
出
来
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
研
修
を
行
う
こ
と

で
各
社
の
負
担
を
軽
減
し
、
従
業
員
の
皆
様
に
ス

ポ
ー
ツ
店
で
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
様
か
ら

は
、「
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
仕
事
の
現
場
で
活
か
し

て
い
き
た
い
」、
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
　   

                               （
組
織
支
援
二
課
　
太
田
）

　去
る
11
月
7
日
、
協

同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
お
い

て
、
同
組
合
員
と
中
央

会
職
員
に
よ
る
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
懇
談
会
は
、

組
合
か
ら
中
央
会
へ
の

要
請
を
受
け
る
形
で
、

平
成
30
年
よ
り
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
、
中
央
会

職
員
か
ら
組
合
員
企
業
向
け
の
支
援
施
策
情
報
等
を

提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
組
合
員
企
業
の
代
表
19
名
と
事
務
局
1

名
の
20
名
が
出
席
。
ま
ず
、
宮
地
副
理
事
長
の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
中
央
会
か
ら
は
岡
山
県
の
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
の
取
り
組
み
や
奨
学
金
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
、

併
せ
て
省
エ
ネ
設
備
更
新
補
助
金
な
ど
の
補
助
制
度

も
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
1
月
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た
、

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
岡
山
事
務

所
の
片
山
所
長
ら
2
名
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
産
業

雇
用
安
定
助
成
金
や
在
籍
型
出
向
制
度
等
に
つ
い
て

も
説
明
、
参
加
者
と
の
名
刺
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

「
ス
ポ
ー
ツ
店
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」開
催

岡
山
県
運
動
具
商
協
同
組
合

中
央
会
職
員
と
の

役
職
員
懇
談
会
を
開
催

協
同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン
タ
ー

　湯
原
町
旅
館
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
り
、
12
月
24

日
、
湯
原
温
泉
の
露
天
風
呂「
砂
湯
」周
辺
に
て
、

6
2
6
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
す
る「
キ
ャ
ン
ド

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
in
湯
原
温
泉
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
開
催
す
る
な
か
で
、
湯
原
温
泉
の
冬
の
風
物

詩
と
し
て
、
定
着
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
の
灯
り
と
あ
わ
せ
て
楽
し
め
る「
湯
原
温
泉

夜
マ
ル
シ
ェ
」や
、
美
し
い
冬
の
花
火「
ク
リ
ス
マ
ス

花
火
」は
、
県
外
観
光
客
に
も
人
気
の
催
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

●
開
催
日
時
　

　
2
0
2
2
年
12
月
24
日（
土
）

　
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
　
18
時
〜
21
時
30
分

　
マ
ル
シ
ェ
開
催
　
　
17
時
〜
21
時

　
花
火
打
ち
上
げ
　
　
20
時
15
分
〜

●
開
催
場
所

　
露
天
風
呂「
砂
湯
」周
辺（
真
庭
市
湯
原
温
泉
）

●
問
合
せ
先

　
湯
原
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
8
6
7
‐
6
2
‐
2
5
2
6

　
H
P
：https://w

w
w
.m
aniw

a.or.jp/yubara/ 以前に開催された時の様子

組合クローズアップ
組合クローズアップ
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本
年
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り
、
そ
の
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に
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理
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バ
ー
か
ら

様
々
な
質
問
を
工
場
担
当
者
に
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
原
製
作
所
で
は
、
女
性

活
躍
を
進
め
る
観
点
か
ら
積
極
的
に

女
性
の
採
用
も
行
っ
て
お
り
、
採
用

さ
れ
た
若
手
の
女
性
社
員
の
方
も

「
何
で
も
聞
け
る
雰
囲
気
が
あ
る
」

「
採
用
面
接
の
時
親
切
に
対
応
し
て

く
れ
た
の
で
働
き
や
す
い
職
場
だ
と

思
っ
た
」「
笑
顔
が
多
い
工
場
」な
ど

の
感
想
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
来
年
度
は
県
北
方
面
の

メ
ン
バ
ー
の
工
場
を
視
察
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
見
学
会
を
終
え
ま

し
た
。

　
　  （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

●
企
業
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会
社
名
：
株
式
会
社
中
原
製
作
所

住
　
所
：
岡
山
市
中
区
乙
多
見
4
6
3 

代
表
者
：
代
表
取
締
役
　
中
原
健
太
郎
氏

所
　
属
：協
同
組
合
東
岡
山
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

中央会News
中央会News

　岡
山
県
運
動
具
商
協
同
組
合
は
、
11
月
17
日
に「
ス

ポ
ー
ツ
店
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」の
最
終
回
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
組
合
で
は
、
今
年
度「
ス
ポ
ー
ツ
店
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
塾
」と
題
し
、
8
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
月

2
回
の
研
修
を
行
い
、
今
回
の
テ
ス
ト
等
を
も
っ
て

最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
講
師
に
オ
フ
ィ
スSPIRITS

の
代
表

で
あ
る
原
　
幸
彦
氏
を
お
招
き
し
、
組
合
員
企
業
の

従
業
員
14
名
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
店
を
取
り
巻
く

業
界
の
状
況
か
ら
、
価
格
の
仕
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
店

の
売
場
、
外
商
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
が
果
た
す
べ
き

役
割
等
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
で
、
組
合
員
企
業
各
社
が
な

か
な
か
十
分
な
従
業
員
教
育
が
出
来
て
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
組
合
が
中
心
と
な
っ
て
研
修
を
行
う
こ
と

で
各
社
の
負
担
を
軽
減
し
、
従
業
員
の
皆
様
に
ス

ポ
ー
ツ
店
で
働
く
こ
と
の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
て
も
ら
い
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
様
か
ら

は
、「
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
仕
事
の
現
場
で
活
か
し

て
い
き
た
い
」、
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
る
な
ど
、

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
　   

                               （
組
織
支
援
二
課
　
太
田
）

　去
る
11
月
7
日
、
協

同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン

タ
ー
会
議
室
に
お
い

て
、
同
組
合
員
と
中
央

会
職
員
に
よ
る
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
役
職
員
懇
談
会
は
、

組
合
か
ら
中
央
会
へ
の

要
請
を
受
け
る
形
で
、

平
成
30
年
よ
り
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
、
中
央
会

職
員
か
ら
組
合
員
企
業
向
け
の
支
援
施
策
情
報
等
を

提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
組
合
員
企
業
の
代
表
19
名
と
事
務
局
1

名
の
20
名
が
出
席
。
ま
ず
、
宮
地
副
理
事
長
の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
中
央
会
か
ら
は
岡
山
県
の
就
活
サ
ポ
ー

タ
ー
の
取
り
組
み
や
奨
学
金
支
援
制
度
な
ど
を
説
明
、

併
せ
て
省
エ
ネ
設
備
更
新
補
助
金
な
ど
の
補
助
制
度

も
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
1
月
に
連
携
協
定
を
締
結
し
た
、

公
益
財
団
法
人
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
岡
山
事
務

所
の
片
山
所
長
ら
2
名
に
も
同
行
い
た
だ
き
、
産
業

雇
用
安
定
助
成
金
や
在
籍
型
出
向
制
度
等
に
つ
い
て

も
説
明
、
参
加
者
と
の
名
刺
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
企
業
人
材
支
援
課
　
板
谷
）

キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

湯
原
町
旅
館
協
同
組
合

「
ス
ポ
ー
ツ
店
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
塾
」開
催

岡
山
県
運
動
具
商
協
同
組
合

中
央
会
職
員
と
の

役
職
員
懇
談
会
を
開
催

協
同
組
合
岡
山
機
工
セ
ン
タ
ー

　湯
原
町
旅
館
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
り
、
12
月
24

日
、
湯
原
温
泉
の
露
天
風
呂「
砂
湯
」周
辺
に
て
、

6
2
6
本
の
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
す
る「
キ
ャ
ン
ド

ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
in
湯
原
温
泉
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
開
催
す
る
な
か
で
、
湯
原
温
泉
の
冬
の
風
物

詩
と
し
て
、
定
着
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
キ
ャ

ン
ド
ル
の
灯
り
と
あ
わ
せ
て
楽
し
め
る「
湯
原
温
泉

夜
マ
ル
シ
ェ
」や
、
美
し
い
冬
の
花
火「
ク
リ
ス
マ
ス

花
火
」は
、
県
外
観
光
客
に
も
人
気
の
催
し
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
総
務
企
画
課
　
藤
田
）

●
開
催
日
時
　

　
2
0
2
2
年
12
月
24
日（
土
）

　
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
　
18
時
〜
21
時
30
分

　
マ
ル
シ
ェ
開
催
　
　
17
時
〜
21
時

　
花
火
打
ち
上
げ
　
　
20
時
15
分
〜

●
開
催
場
所

　
露
天
風
呂「
砂
湯
」周
辺（
真
庭
市
湯
原
温
泉
）

●
問
合
せ
先

　
湯
原
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
8
6
7
‐
6
2
‐
2
5
2
6

　
H
P
：https://w

w
w
.m
aniw

a.or.jp/yubara/ 以前に開催された時の様子

組合クローズアップ
組合クローズアップ
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県
外
先
進

組
合
事
例

県
外
先
進

組
合
事
例

協
同
組
合
富
山
の
れ
ん
会

■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
、
J
R
富
山
駅
構
内
の
土
産

物
売
場
で
あ
る「
き
と
き
と
市
場
・
と
や
マ

ル
シ
ェ
」の
一
角
で
地
元
菓
子
店
19
者
が

「
富
山
の
れ
ん
会
」と
し
て
共
同
で
販
売
事

業
等
を
営
ん
で
い
ま
す
。
約
3
年
前
に
組

合
運
営
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
組
合
員

か
ら
の
声
が
あ
り
、
透
明
性
と
参
画
性
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
運
営
方
法
の
見
直

し
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
取
組
み
の
手
法
と
内
容

　
具
体
的
に
は
、
理
事
を
増
員
す
る
案
な

ど
様
々
な
や
り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
そ

の
時
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
4
つ
の
委

員
会
を
設
置
し
全
組
合
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

委
員
会
に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
運

営
の
透
明
性
を
高
め
、
参
加
意
識
も
向
上

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
構
成
は
、
販
売
促
進
委
員
会

（
年
間
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
後
の
集
計

と
報
告
等
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
委
員

会（
富
山
の
れ
ん
会
と
し
て
の
H
P
の
立

ち
上
げ
、
E
C
機
能
の
追
加
等
）、
生
産
性

向
上
委
員
会（
受
発
注
・
納
品
・
検
品
・
情

報
共
有
等
）、
組
織
改
革
委
員
会（
組
織
運

営
に
関
す
る
事
項
）の
4
つ
で
す
。
理
事
長

と
専
務
理
事
は
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
、
各
委
員
会
は
委
員
長
が
委
員
と
相

談
し
て
開
催
日
時
や
場
所
な
ど
を
決
め
て

運
営
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
組
合
運
営
の
体
制
と
し
た

結
果
、
理
事
会
中
心
の
運
営
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
成
果
も
あ
り
ま

し
た
。
売
場
面
積
縮
小
に
伴
い
、
店
舗
ス

タ
ッ
フ
の
減
員
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、

従
来
よ
り
も
効

率
的
に
売
場
運

営
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
委
員

会
か
ら
の
提
案

に
よ
っ
て
自
動

釣
銭
機
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
売
場

販
売
員
が
接
客

や
在
庫
補
充
な

ど
に
専
念
し
や

す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
、
一
時
減
少
し
た
売
上

も
売
場
面
積
縮
小
前
の
水
準
に
戻
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
組
織
の
内
部
に
新
た
な
組
織
を
作
る
こ

と
で
活
性
化
が
図
れ
る
反
面
、
各
自
が
所

属
す
る
委
員
会
の
利
害
だ
け
を
考
え
る
、

部
分
最
適
に
陥
り
が
ち
で
す
が
、
当
組
合

の
場
合
、
理
事
長
と
専
務
理
事
が
す
べ
て

に
対
応
す
る
方
法
を
採
っ
た
こ
と
で
、
各

委
員
会
が
全
体
的
な
視
点
に
立
ち
戻
り
な

が
ら
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
組
合
員
全
員
が
参
画
し
、
か
つ

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
に

関
わ
る
こ
と
で
、
全
体
感
を
保
ち
な
が
ら

組
合
運
営
に
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り

入
れ
成
果
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

組
合
デ
ー
タ

協
同
組
合
富
山
の
れ
ん
会

所
在
地
：
富
山
県
富
山
市
上
冨
居

　
　  

　
一
丁
目
8
番
33
号

設
　
立
：
2
0
0
3
年
10
月

主
な
業
種：
パ
ン
・
菓
子
製
造
業

組
合
員
数
：
19
人   

Ｈ
　
Ｐ：http://toyamameika.com/index.html

先
進
組
合
事
例
抄
録

（
収
集
年
度
：
2
0
2
0
年
度
）よ
り

※

情
報
は
当
時
の
も
の

Point

全
組
合
員
参
加
、課
題
対
応
型
委
員
会
方
式
に
よ
る
組
合
運
営

医療用防護ガウンの生産風景

医療用防護ガウンの生産風景

きときと市場・とやマルシェ内の店舗全景

組合員店舗の名札医療用防護ガウンの人物着用正面画
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・
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、
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富
山
駅
構
内
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土
産

物
売
場
で
あ
る「
き
と
き
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市
場
・
と
や
マ

ル
シ
ェ
」の
一
角
で
地
元
菓
子
店
19
者
が

「
富
山
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れ
ん
会
」と
し
て
共
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で
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等
を
営
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で
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ま
す
。
約
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運
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が
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の
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が
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、
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を
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こ
と
を
目
的
に
運
営
方
法
の
見
直

し
を
図
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こ
と
と
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し
た
。

■
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組
み
の
手
法
と
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具
体
的
に
は
、
理
事
を
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る
案
な

ど
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な
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検
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、
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に
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を
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し
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が
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の

委
員
会
に
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も
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う
こ
と
で
、
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の
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性
を
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め
、
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加
意
識
も
向
上
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る
よ
う
な
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組
み
と
し
ま
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。
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員
会
の
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成
は
、
販
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促
進
委
員
会
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間
イ
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の
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画
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実
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後
の
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と
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等
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イ
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ッ
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用
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会（
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と
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の
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の
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E
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の
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加
等
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・
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・
情
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有
等
）、
組
織
改
革
委
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会（
組
織
運

営
に
関
す
る
事
項
）の
4
つ
で
す
。
理
事
長

と
専
務
理
事
は
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と

と
し
、
各
委
員
会
は
委
員
長
が
委
員
と
相

談
し
て
開
催
日
時
や
場
所
な
ど
を
決
め
て

運
営
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
組
合
運
営
の
体
制
と
し
た

結
果
、
理
事
会
中
心
の
運
営
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
成
果
も
あ
り
ま

し
た
。
売
場
面
積
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に
伴
い
、
店
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ス
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の
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員
を
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儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、

従
来
よ
り
も
効

率
的
に
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場
運

営
を
行
う
必
要

が
あ
り
、
委
員

会
か
ら
の
提
案

に
よ
っ
て
自
動

釣
銭
機
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
売
場

販
売
員
が
接
客

や
在
庫
補
充
な

ど
に
専
念
し
や

す
い
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
、
一
時
減
少
し
た
売
上

も
売
場
面
積
縮
小
前
の
水
準
に
戻
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
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織
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と
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活
性
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が
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れ
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自
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す
が
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医療用防護ガウンの生産風景

医療用防護ガウンの生産風景

きときと市場・とやマルシェ内の店舗全景

組合員店舗の名札医療用防護ガウンの人物着用正面画

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・津山

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鉄鋼

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
家具

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 20.7　    　      
（19.0）

21.4　    　      
（16.7）

19.0　    　      
（24.1）

−10.3　    　      
（− 8.6）

− 34.5　    　      
（− 34.5）

−15.5　    　      
（−12.1）

6.9　    　      
（10.3）

3.4　    　      
（8.6）

−15.5　    　      
（−15.5）

製 造 業 10.3　    　      
（17.2）

31.0　    　      
（20.7）

31.0　    　      
（27.6）

−13.8　    　      
（− 6.9）

− 41.4　    　      
（− 34.5）

−17.2　    　      
（−10.3）

6.9　    　      
（10.3）

10.3　    　      
（6.9）

−10.3　    　      
（−10.3）

非製造業 31.0　    　      
（20.7）

0.0　    　      
（7.7）

6.9　    　      
（20.7）

− 6.9　    　      
（− 6.9）

− 27.6　    　      
（− 34.5）

−13.8　    　      
（−13.8）

− 3.4　    　      
（10.3）

− 20.7　    　      
（− 20.7）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

10 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 7         35       16　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付



●原材料費・製造経費の値上がりが止まらず。すでに実施した値上げ分で吸収できるか不透明。　　　　　　　　　《味噌》
●日常に戻りつつある中で、旅行支援なども後押しし、鉄道のお土産などはコロナ禍前の数字を取り戻しつつある。一般
市場は、秋の棚替えなどで出入りがある。産直系の売り場は好調。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》
●コロナ禍の中、飲食業向け業務用商品需要が落ち込むも、いわゆる「おうち」需要が好調、今後は世界的な物資不足、ま
た円安要因による原材料の高騰を受けながらもいかに収益を確保できるかが経営の「カギ」となる。　　　　　　《醤油》

●昨年同期と比較すると、全体的に売上高は上がっているが、円安効果で海外向けは好調な反面、国内は物価上昇もあり
停滞している。収益面では、同じ輸出向けであっても自社で直接販売している企業は円安の恩恵にあずかれるが、国内
商社・生地問屋などとの円取引の企業は、円安効果が薄く企業間格差がはっきりしている。　　　　　　《織物業・井原》

●あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数の推移は不透明な状況となってきている。　　　　《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の状況も少し落ち着いて来たからか、各業界の販促関係の印刷物が増加し売上高は前年を上
回っている。しかし、各種印刷資材の値上げにより、収益面では大変厳しい状況が続いている。　　　　　《出版・印刷》

●前年に比べ生産高は戻りつつあるものの、原材料コスト、エネルギーコスト、物流コスト等々が継続して上昇または高
止まり、円安も加わり、収益の押し下げ要因となっている。必要人員も採用難の状況。　　　　　　　　　　　　《ゴム》

●10月は各工務店の現場工事件数が少なく、売上高が減少したが、これは一時的なものと捉えており、年末に向け売上高
も徐々に回復して行くものと見込んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ブロック》

●受注は増加傾向にあるが、今後、電気料金の値上げが問題になる中、物価高騰対策の支援施策により助かっている。今
後とも、あらゆる支援を期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●原材料費、電気代の高騰が激しく、収益の確保に苦慮している。特に電気代については、燃料費調整額が毎月大きく上
昇しており、11月分は請求額の約45％に達することとなり、企業努力ではどうすることもできない状況となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《鉄工・岡山》
●業績は横ばいか、やや下降気味だが、設備投資意欲のある組合員もあり、常に先を見据えた努力をしている。但し、燃料
関連では、電力会社からは今後の大幅値上げは決定事項として言われているうえに、金額に関する交渉の余地もないかの
ような説明があった。各組合員とも、燃料費が今後の業績に及ぼす影響には大いに不安感を抱いている。《工作機械・総社》
●業況は良く、今後の見通しもよい。今後は社員教育・社内教育にも時間をつくり取り組まなければならず生産性向上も
課題。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》

●値上げ円安の影響で受注減少、前年以上に悪化。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《畳》
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食料品

繊維工業

木材・木製品

化学・ゴム

一般機器

窯業・土石製品

その他

印刷　

2022年10月分のコメント

●緩やかな悪化のまま、大きな変化なし。収益の減少により人件費・人員数に不安。　　　　　　　　　　　　　　《水産物》

●全体としては前年より売上に関し若干増加した。しかしながら依然厳しい状況が続いている。　　　　　　　 《共同店舗》
●新型コロナウイルス感染症の規制が緩んだせいか、バイク以外の消費に目がいっているのか来店客数が減った。商品も入
庫が少ないままの状況である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《自動二輪》

●10月に関しては、新型コロナウイルス感染者数もずいぶんと減少傾向になり、各加盟店での店内イベントも成約率が上昇
傾向となり、一般家具商品ではベッド関連商材の売れ行きが好調に推移している。　　　　　　　　　　　　　　《家具》
　　　

●新型コロナウイルス感染症の影響もほぼなくなり、特に週末は来街者が戻ってきたように思われる。しかしながら、売上
高は値上げラッシュの影響でまだまだ厳しい状況である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・岡山》

●観光客が少し増えつつあるように思えるが、購買にはつながっていない。相次ぐ値上げに厳しい状態が続く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●秋の行楽シーズンで観光客は増えてきたが、買い物客は相変わらず少ない。　　　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来院患者数の減少が続いており、前年同月比で約4％の減少となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《医療・柔道整復師》

●10月11日よりはじまった「おかやまハレ旅応援割」の全国エリア拡大に伴い、10～12月の予約はかなり順調に伸びてき
ている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ移行して雇用を継続中。入国待機者が順次入国してき
ており、募集に伴う面接件数も増加。機械加工組合員は、持ち直しの傾向にある。技能実習生、特定技能の求人も増加、面
接を調整中。サービス業組合員は各種キャンぺーンで売上も回復基調であり、持ち直してきている。介護サービス組合員
は、人手不足の状況が続いており、現地での面接を実施入国待ちの状況。引き続き求人要求がきている。 　　　　《異業種》
●鉄・非鉄スクラップは、スクラップ販売価格が下落、発生は少ないままとなっている。古紙は、古紙輸出価格が下落。国内
メーカーも減産しているので需給が緩む可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《リサイクル》

●マスク生活は続いているが、業況は少し前向きに感じる。ただ、価格転嫁が進むのはかなり遅れると思われる。《看板工事》
●原材料の高騰が止まらない。人員補充もなかなか進まない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《防水工事》

●集客人員は前年比98％であり微減となった。前年度も秋は新型コロナウイルス感染症が落ち着いている時期であったた
め対前年比は微減となっており、コロナ禍以前に比べるとまだ低調。10月11日より全国旅行支援が開始された影響が徐々
にでてきており11月以降の需要増に期待。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《バス》
●コロナ禍の影響による総体的物流量の減少と軽油価格の高止まり、各種物品の値上げによる経費上昇のため、物流事業者
は厳しい経営環境が続いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《トラック》
●商品価格上昇前の駆け込み需要により盆前後は荷動きが活発化されたが、9月以降はその反動により荷動きが停滞気味。
年末商戦やインバウンドの規制緩和等々、プラス要因はあるものの、コロナ禍前の動向までは期待薄の模様。　  《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症の影響は全業種に回復基調にあり、飲食・宿泊業界においても回復している。物価上昇及び製
品の納品の遅れ等は依然として続いており、資金繰りについて厳しい状況が続いている。引き続き手厚い資金繰り支援、
本業支援を図っていく。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《信用組合》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

非製造業
卸売業

小売業

商店街

運輸業

建設業

その他

サービス業



●原材料費・製造経費の値上がりが止まらず。すでに実施した値上げ分で吸収できるか不透明。　　　　　　　　　《味噌》
●日常に戻りつつある中で、旅行支援なども後押しし、鉄道のお土産などはコロナ禍前の数字を取り戻しつつある。一般
市場は、秋の棚替えなどで出入りがある。産直系の売り場は好調。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《米菓》
●コロナ禍の中、飲食業向け業務用商品需要が落ち込むも、いわゆる「おうち」需要が好調、今後は世界的な物資不足、ま
た円安要因による原材料の高騰を受けながらもいかに収益を確保できるかが経営の「カギ」となる。　　　　　　《醤油》

●昨年同期と比較すると、全体的に売上高は上がっているが、円安効果で海外向けは好調な反面、国内は物価上昇もあり
停滞している。収益面では、同じ輸出向けであっても自社で直接販売している企業は円安の恩恵にあずかれるが、国内
商社・生地問屋などとの円取引の企業は、円安効果が薄く企業間格差がはっきりしている。　　　　　　《織物業・井原》

●あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数の推移は不透明な状況となってきている。　　　　《製材・県》

●新型コロナウイルス感染症の状況も少し落ち着いて来たからか、各業界の販促関係の印刷物が増加し売上高は前年を上
回っている。しかし、各種印刷資材の値上げにより、収益面では大変厳しい状況が続いている。　　　　　《出版・印刷》

●前年に比べ生産高は戻りつつあるものの、原材料コスト、エネルギーコスト、物流コスト等々が継続して上昇または高
止まり、円安も加わり、収益の押し下げ要因となっている。必要人員も採用難の状況。　　　　　　　　　　　　《ゴム》

●10月は各工務店の現場工事件数が少なく、売上高が減少したが、これは一時的なものと捉えており、年末に向け売上高
も徐々に回復して行くものと見込んでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《ブロック》

●受注は増加傾向にあるが、今後、電気料金の値上げが問題になる中、物価高騰対策の支援施策により助かっている。今
後とも、あらゆる支援を期待している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鉄工・津山》
●原材料費、電気代の高騰が激しく、収益の確保に苦慮している。特に電気代については、燃料費調整額が毎月大きく上
昇しており、11月分は請求額の約45％に達することとなり、企業努力ではどうすることもできない状況となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《鉄工・岡山》
●業績は横ばいか、やや下降気味だが、設備投資意欲のある組合員もあり、常に先を見据えた努力をしている。但し、燃料
関連では、電力会社からは今後の大幅値上げは決定事項として言われているうえに、金額に関する交渉の余地もないかの
ような説明があった。各組合員とも、燃料費が今後の業績に及ぼす影響には大いに不安感を抱いている。《工作機械・総社》
●業況は良く、今後の見通しもよい。今後は社員教育・社内教育にも時間をつくり取り組まなければならず生産性向上も
課題。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《工作機械・井笠》

●値上げ円安の影響で受注減少、前年以上に悪化。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《畳》
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食料品

繊維工業

木材・木製品

化学・ゴム

一般機器

窯業・土石製品

その他

印刷　

2022年10月分のコメント

●緩やかな悪化のまま、大きな変化なし。収益の減少により人件費・人員数に不安。　　　　　　　　　　　　　　《水産物》

●全体としては前年より売上に関し若干増加した。しかしながら依然厳しい状況が続いている。　　　　　　　 《共同店舗》
●新型コロナウイルス感染症の規制が緩んだせいか、バイク以外の消費に目がいっているのか来店客数が減った。商品も入
庫が少ないままの状況である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《自動二輪》

●10月に関しては、新型コロナウイルス感染者数もずいぶんと減少傾向になり、各加盟店での店内イベントも成約率が上昇
傾向となり、一般家具商品ではベッド関連商材の売れ行きが好調に推移している。　　　　　　　　　　　　　　《家具》
　　　

●新型コロナウイルス感染症の影響もほぼなくなり、特に週末は来街者が戻ってきたように思われる。しかしながら、売上
高は値上げラッシュの影響でまだまだ厳しい状況である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《商店街・岡山》

●観光客が少し増えつつあるように思えるが、購買にはつながっていない。相次ぐ値上げに厳しい状態が続く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《商店街・津山》
●秋の行楽シーズンで観光客は増えてきたが、買い物客は相変わらず少ない。　　　　　　　　　　　　　  《商店街・倉敷》

●新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来院患者数の減少が続いており、前年同月比で約4％の減少となっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《医療・柔道整復師》

●10月11日よりはじまった「おかやまハレ旅応援割」の全国エリア拡大に伴い、10～12月の予約はかなり順調に伸びてき
ている。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   《旅館・ホテル》
●建設業組合員については、外国人技能実習生から「特定技能」資格へ移行して雇用を継続中。入国待機者が順次入国してき
ており、募集に伴う面接件数も増加。機械加工組合員は、持ち直しの傾向にある。技能実習生、特定技能の求人も増加、面
接を調整中。サービス業組合員は各種キャンぺーンで売上も回復基調であり、持ち直してきている。介護サービス組合員
は、人手不足の状況が続いており、現地での面接を実施入国待ちの状況。引き続き求人要求がきている。 　　　　《異業種》
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メーカーも減産しているので需給が緩む可能性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《リサイクル》

●マスク生活は続いているが、業況は少し前向きに感じる。ただ、価格転嫁が進むのはかなり遅れると思われる。《看板工事》
●原材料の高騰が止まらない。人員補充もなかなか進まない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《防水工事》

●集客人員は前年比98％であり微減となった。前年度も秋は新型コロナウイルス感染症が落ち着いている時期であったた
め対前年比は微減となっており、コロナ禍以前に比べるとまだ低調。10月11日より全国旅行支援が開始された影響が徐々
にでてきており11月以降の需要増に期待。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《バス》
●コロナ禍の影響による総体的物流量の減少と軽油価格の高止まり、各種物品の値上げによる経費上昇のため、物流事業者
は厳しい経営環境が続いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  《トラック》
●商品価格上昇前の駆け込み需要により盆前後は荷動きが活発化されたが、9月以降はその反動により荷動きが停滞気味。
年末商戦やインバウンドの規制緩和等々、プラス要因はあるものの、コロナ禍前の動向までは期待薄の模様。　  《倉庫業》

●新型コロナウイルス感染症の影響は全業種に回復基調にあり、飲食・宿泊業界においても回復している。物価上昇及び製
品の納品の遅れ等は依然として続いており、資金繰りについて厳しい状況が続いている。引き続き手厚い資金繰り支援、
本業支援を図っていく。　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 《信用組合》
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岡山労働局からのお知らせ
月60時間を超える残業は、割増賃金が引き上げられます

（現在）

月60時間超の残業割増賃金率
大企業は50%
中小企業は25%

1か月の時間外労働
1日8時間・1週40時間
を超える労働時間

60時間以下 60時間超
25% 50%
25%

大企業
中小企業 25%

（改正後）2023年４月1日施行

月60時間超の残業割増賃金率
大企業、中小企業ともに50%
※中小企業の割増賃金率を引上げ

1か月の時間外労働
1日8時間・1週40時間
を超える労働時間

60時間以下 60時間超
25% 50%
25%

大企業
中小企業 50%

就業規則、給与計算システムの
見直しは進んでいますか？

中小企業に対して適用が猶予されていた60時間を超える時間
外労働に対する割増賃金率について、2023年（令和５年）４月１日
から50%以上とする規定が適用されます。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

2022年度

職員紹介
組織支援一課

黒 田  大 陽

　
サ
ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
幕
し
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

が
好
き
な
方
は
白
熱
す
る
試
合
に
胸
を
熱
く
さ
れ
る
日
が
続

い
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
は
と
い
え
ば
元
々
そ
ん
な

に
ス
ポ
ー
ツ
を
見
る
ほ
う
で
は
な
い
の
で
す
が
、
最
近
ス
ポ
ー

ツ
の
中
で
も「
e
ス
ポ
ー
ツ
」の
大
会
を
観
戦
し
て
い
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
と
い
え
ば
子
供
の
娯
楽
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
し
、
私
も
自
分
で
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
こ

と
は
今
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
時
代
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
に
強
く
て
有
名
だ
っ
た
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
い
つ
し
か「
プ
ロ
ゲ
ー
マ
ー
」に
な
り
、
今
で
は
ベ
テ

ラ
ン
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
懐
か
し
さ
も

あ
り
応
援
の
気
持
ち
で
観
戦
し
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
ゲ
ー
ム
を
プ
レ
イ
す
る
こ
と
が
仕
事
に
な
る
な

ど
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は
多
様
性
が
受
け
入
れ
ら

れ
る
時
代
の
ひ
と
つ
の
形
な
の
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
何
事
も
バ
ラ
ン
ス
は
大
事
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に
も

子
供
が
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
る
の
を
た
し
な
め
る
だ
け
で
は
無

く
、
時
に
は
可
能

性
の
一
つ
と
し
て

享
受
し
て
欲
し
い

と
、
か
つ
て
ゲ
ー

ム
少
年
だ
っ
た
お

じ
さ
ん
の
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
共
済
制
度
の
主
力
商
品「
オ
ー

ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
」を
対
象
に
、業
務
委
託

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。協
同
組
合
と
岡
山
県
中
央
会

が
業
務
委
託
を
締
結
後
、組
合
員
企
業
や
そ
の
従
業
員
が
、

対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契
約
か
ら
切
り
替
え
た
場

合
、中
央
会
が
組
合
に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払
い

す
る
も
の
で
す
。ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

『
大
樹
生
命
』の
生
命
保
険
商
品

　（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉　
　

①
事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策（
経
営
者
の
入
院
・
疾

　
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
加
入
促
進
手
数
料

※
月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保
険
料
と
し
ま
す
。

※
年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算（
年
払
保
険
料

　
×
1
/
12
）し
ま
す
。

※
加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位
ご
と
に
計
算
　

　
し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　岡
山
県
中
央
会
　
総
務
企
画
課

　
電
話
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

~5,000円
  5,001円~10,000円
10,001円~15,000円
15,001円~20,000円
20,001円~25,000円
25,001円~30,000円
30,001円~35,000円
35,001円~40,000円
40,001円~45,000円
45,001円~50,000円
50,001円~　　　

2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
7,000円
9,000円
11,000円
13,000円
15,000円
17,000円
20,000円

月額保険料 加入促進
手数料



①

②

③

④

15 14

Information
Information

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

中
央
会
お
か
や
ま 

2
0
2
2
年
12
月
号

岡山労働局からのお知らせ
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（現在）

月60時間超の残業割増賃金率
大企業は50%
中小企業は25%

1か月の時間外労働
1日8時間・1週40時間
を超える労働時間
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25%

大企業
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（改正後）2023年４月1日施行

月60時間超の残業割増賃金率
大企業、中小企業ともに50%
※中小企業の割増賃金率を引上げ
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就業規則、給与計算システムの
見直しは進んでいますか？

中小企業に対して適用が猶予されていた60時間を超える時間
外労働に対する割増賃金率について、2023年（令和５年）４月１日
から50%以上とする規定が適用されます。
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契
約
単
位
ご
と
に
計
算
　

　
し
、一
括
し
て
委
託
契
約
組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　岡
山
県
中
央
会
　
総
務
企
画
課

　
電
話
：
0
8
6
‐
2
2
4
‐
2
2
4
5

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

~5,000円
  5,001円~10,000円
10,001円~15,000円
15,001円~20,000円
20,001円~25,000円
25,001円~30,000円
30,001円~35,000円
35,001円~40,000円
40,001円~45,000円
45,001円~50,000円
50,001円~　　　

2,000円
3,000円
4,000円
5,000円
7,000円
9,000円
11,000円
13,000円
15,000円
17,000円
20,000円

月額保険料 加入促進
手数料
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岡山県中央会 web site　https://www.okachu.or.jp
E-mail chuokai@okachu.or.jp
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Leader’s リーダーズ「アイ」

岡山県屋外広告
美術協同組合
青年部会

特集

青年部会 会長
大田原 裕貴 氏

外部環境の変化をチャンスに、
組合・青年部会のさらなる活性化に取り組みます


